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経歴

1996年3月 北海道大学農学部農業工学科卒業
1998年4月 北海道大学大学院農学研究科環境資源学専攻博士後期課程進学
2003年3月 同中退

2003年4月 北海航測株式会社 入社
・航空レーザ計測及びRS解析業務従事
・公共測量作業規程（航空レーザ計測）作成

2005年4月 株式会社つうけんアドバンスシステムズ入社
・IT農業システム構築（栗山町にて遠隔操作によるトマト栽培施設）
・農作物ブランド化業務従事

2007年3月 社団法人北海道総合研究調査会（当時）入社
・国土交通省国土政策局（当時）「基盤地図情報等の流通促進に係る実証（北海道岩見沢
地域）担当
・TerraSARｰXによる画像解析業務
・文部科学省 地球観測技術等調査研究委託事業

「IT農業の実現に向けた準天頂衛星による高精度走行システムの実証実験」担当
・岩見沢市次世代型農業気象システム構築業務

2009、10年 財団法人衛星測位利用推進センター 施策提言委員（農業担当）



農業分野の現状

平成23年度 米生産費（10aあたり） 「農業経営統計調査」より

60kg当たり1万6000円

コスト削減の必要性が高い！



農業分野の現状
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農業分野における理想像

農業分野における将来像

自民党合同部会提出資料より

リモートセンシング、測位情報等を有効活用した営農体系システムの構築が必要



農業分野における衛星利用の形態

GPS＋高精度測
位補強信号

引用：RESTEC_HP（http://www.restec.or.jp/knowledge/sensing02.html）

マルチスペクトル、
ハイパースペクト
ル、SAR

情報送受信



農業分野のIT化

農作業機器の自走化



農業分野のIT化

北海道岩見沢市事例

【目的】
農業分野での労力削に向け利用が進むGPSガイダンス機器について、D‐GPSでは精度の面
から限られた作業にしか用いることができず、より精度の高いRTK‐GPSを利用することにより
農作業機器の自動運転も含めた農作業環境の改善を目的とする。

図 岩見沢市内RTK基地局設置個所及び現地設置状況（平成25年度時点）

※平成26年度に栗沢地区に１基追加



GPSガイダンス利用 パターン２※
走行距離 1700m（実測） 3300m
作業時間 33分（実測） 1時間10分

※切り返しの走行距離は含まず、作業機幅を3mとしている。
※実測作業時間から切り返し距離を含まない走行距離による時
速：1700ｍ÷33分≒時速3km

表 0.5ha作業時の作業時間比較

図 代掻き作業時の方式と作業幅

【効果】
・GPSガイダンス機器を用いる場合には、機器幅を考慮の上、走行間隔を設定すること
ができるので、重複幅を減らすことが可能となり、作業時間が短縮される。
・対象者事例では、0.5ha（150m×35m）の水田代掻きは約33分で完了しており、同様の
車速でパターン２の作業を行った場合の試算結果と比較すると、走行距離と作業時間は
約半分となった。

①代掻き作業の効率化

測位情報の有効利用による営農作業の効率化例



図 枕地での切り替え
しイメージ

図 通常走行ラインとGPSガイダンス機器利用走行ライン

【効果】
・GPSガイダンス機器を導入することにより、目印が無くとも走行することが可能となり、一
本抜き、二本抜きの組み合わせ、一本抜きを組み合わせにより、切り返しが発生しない走
行ラインが可能となった。
・上記により、枕地での土壌転圧による排水不良が減少した。
・利用者からは、体感的に3割ほど作業時間が短縮されたとの意見が挙がった。

②播種、防除、追肥作業等の効率化

測位情報の有効利用による営農作業の効率化例



図 DGPS利用時における作業中断時の課題

【効果】
・D‐GPS利用時の課題であった、播種
時、防除時の資材補給に作業中途箇
所へ正確に元の位置に戻っての作業
が可能となり、まきムラの発生が無く
なった。

③作業中断後からの作業開始の効率化

測位情報の有効利用による営農作業の効率化例



【効果】

・従来、防除、追肥作業時に必要とされた散布の目印と
なる圃場へのポール設置、撤去が不要となった（一日の
作業可能量は10数ha/人） 。
・作業当日に必要となるポール移動人員が不要となった。

図 圃場でのポール設置イメージ

【効果】

・熟練作業者が行わなければならなかった作業を他の作業員に作業を任せることが
でき、農業全体の経営効率が向上

・熟練者以外の作業者でも高度な技術を要する作業を任せられるようになった。
・現在、学生である息子が休日に自身の代わりに作業を行えるようになった。
・将来的に妻、息子、アルバイトに作業を任せられると実感した。
・トラクターの操縦があまり得手ではない、若年層でも作業を任せられた。

（利用者からの人員変化に係る意見）

１２

④その他

測位情報の有効利用による営農作業の効率化例



文部科学省 平成22年度地球観測技術等調査研究委託事業
「IT農業の実現に向けた準天頂衛星による高精度走行システムの実証実験」

みちびきからの測位情報の利用



実証内容

みちびきからの測位情報の利用



実務実施機関 日立造船株式会社
協力機関 国立大学法人北海道大学

三菱電機株式会社
株式会社ニコン・トリンブル
アイサンテクノロジー株式会社
スガノ農機株式会社
一般社団法人北海道総合調査研究会
一般財団法人衛星測位利用推進センター

実証の様子

みちびきからの測位情報の利用


